信越妙高ワイズメンズクラブ

２０１５年１２月例会　記録
日  時　　　２０１５年１２月１７日（木）　午後６時〜８時

会  場　　　小雪の舞う赤倉温泉銀座通りイタリアンレストラン・ポモドーロにて

出席者　　　福澤系司（会長）、朝倉正昭（会員）、福澤れい子(ﾒﾈｯﾄ)、小林明彦（会計）　以上　４名 

欠席者　　　豊岡一久（副会長）、星野達雄（会員）、村上綾子（会員）、星野光代（ﾒﾈｯﾄ）、

　　　　　　　 宮嶋裕文（会員）、由井卓哉（担当スタッフ）　　　　　　　　　　 　　　　　　 　 以上　６名

司　会 　　 福澤系司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　開会点鐘　〜　略

　　　　　　　ワイズソング唱和　〜　略

　　　　　　　食前の感謝　〜　略

　　　　　　　食事　（ピザ、パスタ、サラダ、赤ワイン、その他美味しいもの）

　　　　　　　

Ⅰ．報告・連絡

　　A.　東日本区及び東京ＹＭＣＡ関連

　　　　１．理事通信第５号＆６号回覧
　　　　２．第１９回東日本区大会　２０１６年６月４日〜５日長野市若里市民文化ホールにて開催　

　　　　３．国際協会会長投票適用除外申請をした

　　　　４．在京クラブ新年会　２０１６年１月９日　桜美林大学多摩ｱｶﾃﾞﾐｰﾋﾙｽﾞにて開催

　　　　５．緊急難民支援募金の要請が届いている

　　B.　東新部関連

　　　　１．ﾌﾚｯｼｭﾜｲｽﾞﾒﾝｽﾞｾﾐﾅｰ　２０１６年２月６日（土）14:00-17:00 東京ＹＭＣＡ東陽町ｾﾝﾀｰ

　　　　２．部長通信１・２号合併号回覧
　　　　３．東新部経由東日本区各種献金案内が届いている　当クラブ目安額は以下の通り

　　　　　　　　CS　８，７５０円　　　ASF　３，５００円　　FF　３，５００円　　BF　１４，０００円

　　　　　　　　TOF　９，１００円　　RBM　５，６００円　YES　３，５００円　　計　４７，９５０円

　　　　　　送金締切　２０１６年２月１５日

　　　　　　　

Ⅱ．協議

　　A.　東新部第２回評議会兼信越妙高クラブ１０周年記念例会　評価・反省

　・去る１１月１４日（土）〜１５日（日）、東京ＹＭＣＡ妙高ロッジにて行われた

　・東京のクラブから２５名＋甲府２名、長野４名、妙高７名、計３８名の参加があった

　・村上綾子さんの入会式も滞りなく厳粛に粛々と執り行われた

　・アトラクションとして妙高郷土伝統芸能須弥山太鼓保存会の演奏が好評の内に行われた

　・例会を含め全体の司会進行は豊岡副会長が担当、よい準備をもって役割を全うされた

　・会場正面に掲げられた横断幕は福澤れい子メネットの手書きで、心の篭った字が印象的

　　であった。また、同様に正面左手に飾られた花も福澤メネットの手によるもので会場に彩り

　　を添えるのに十分であった　

　・夕食はビュッフェ形式で、中高年向きの料理は大変美味しいと参加者から大好評だった

　・１５日は、苗名の滝といもり池散策後、由井所長に無理を言ってシーズンオフの東京ＹＭ

　　ＣＡ野尻キャンプ場を開けてもらい場内見学し、一同満足されたと思われる

　・むかでクラブ、目黒クラブ、吉田紘子さんからそれぞれ御祝いを頂戴した　感謝

　・例会席上のニコニコ献金２５，８５５円は東日本区東日本震災復興支援基金に送金

　・東京のクラブからほぼ予定通りの人数が貸切バスで参加されたこともあり、会計的には　

　　若干の収支差が出たことは感謝

　・当クラブの活動目標の一つとしているＹＭＣＡロッジ支援が、昨年のチャリティーコンサート

　　に引き続き、このイベントを通して宿泊費収入と云うカタチでいささかなりともロッジに貢献

　　できたとすれば喜ばしいこと

　・２０１４年９月例会にて１０周年例会の日程が検討されて以来、会長を先頭に全員が一致

　　団結して１年間に亘り準備を重ね、ワイズを愛する心、ＹＭＣＡを愛する心を一つにして　

　　当日を迎えることができたことが何よりも感謝に耐えない

　

B.　被災地支援

　　　　今までの９回に亘る復興支援ワークキャンプを振り返り、今後の展望について協議が行わ

　　　　れた。要点は次の通り。

　　　　・当クラブの復興支援活動は震災直後の全国のクラブ、ＹＭＣＡ及び個人からの救援物資

　　　　　集積をロッジと協働し、仙台ＹＭＣＡ救援センターへ４回に亘り運搬をしたことから始り、

　　　　　今秋で９回目となるワークキャンプを重ねてきた。

　　　　・全国のワイズメンズクラブでこれだけ継続的に長期に亘り支援活動を続けてきたところは

　　　　　他にない。これをここで止めてしまうことの理由はない。

　　　　・石巻にとらわれずに、またワークキャンプにとらわれず、今後も継続して被災地への訪問を

　　　　　年２回続けていきたい　都合が合わなければスキップして良いだろう

　　　　・震災後５年が経過しようとしている中で被災地での差し迫ったニーズは減少してきている。

　　　　　それに伴って東京ＹＭＣＡ石巻センターの災害復興支援センターとしての役割も変化を

　　　　　することが予想される。そのような東京ＹＭＣＡの今後の動きを見ながら、当クラブの被災

　　　　　地支援活動をどこで何をするか見定めていこう

　　　　・石巻を始め、仙台ＹＭＣＡ救援センター、盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンターなどでの

　　　　　サポート活動の可能性を探っていきたい　

　　　　　　　　

Ⅲ．　その他

　　　A.　次回例会

　　　　　　１月２８日（木）午後６時より　

　　　　　　ＹＭＣＡロッジ、またはペンション富夢想野

全ての議事と美味しい夕食を終え、福澤会長により閉会が宣言された。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　記録　小林

